






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































36）Yalom, I.（1975）The Theory and Practice of Group Psychotherapy, NY: Basic Books.  この本の中で集団心
理療法家である Yalom は治療的なグループの治療的因子として、（1）希望をもたらすこと、（2）普
遍性、（3）情報の伝達、（4）愛他主義、（5）初期の家族関係の修正的繰り返し、（6）社会適応技術
の発達、（7）模倣行動、（8）対人学習、（9）グループの凝集性、（10）カタルシス、（11）実存的因
子の11の因子を挙げている。
37）津村俊充、石田裕久編（2010）『ファシリテーター・トレーニング：自己実現を促す教育ファシリテ
ーションへのアプローチ 第２版』ナカニシヤ出版。この本の中で、体験学習は、具体的な体験→
体験の内省と観察→抽象化と一般化をする→自分の行動の仮説化をする、という4つのステップの循
環過程であるとしている。これは、ほぼSECIモデルと対応している。
38）網谷重紀・堀 浩一（2005）「知識創造過程を支援するための方法とシステムの研究」『情報処理学
会論文誌』446（1）、pp. 89-102。この論文では、SECIモデルに殆んど近似しているモデルとしての
知識創造過程を支援するシステム（KNC4ED）を提案している。このモデルの前提となる「知識の
液状化と結晶化」と「知識星雲結晶装置（KNC）」によれば、図2の上の部分の「共同化」と「表出
化」の2つの相が、「知識の液状化」に該当し、「連結化」と「内面化」という下の部分の2つの相が
「知識の結晶化」に相当する。かれらのいうKNC4EDシステムの特徴として、「情報自体の有効性」
「液状化の有効性」「空間上に提示したことの効果」「結晶化の有効性」「インタラクションの効果」
「概念─実世界の結合」、「全体─部分の往復」がある。浦河べてるの家の当事者研究との対応関係が
興味深い。
